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顕微鏡をのぞいて

野山はまだ冬景色のすがたをとどめ，広葉樹林

の中は枯木が林立しているように見え，落ち葉の

ジュータンを踏みしめて歩く3月初旬も山野草の

芽吹きが近いと考えるとなんとなくそわそわした

気分になってきます。今年はどんなキノコに出会

えるかとても楽しみです。

しかし，いろいろと出会うキノコもなかなか種

名がわからない。とりあえずなんとか名前をつけ

てしまおうとしてもなかなか名前がつかない。そ

れゆえ，個体を持ち帰り，検鏡してみて種名が判

明したときの喜びはひとしおです。逆にどうもが

いても不明のままとなったときはどっと疲れがで

てきます。

そんな試行錯誤の繰り返しの日々が続くなか

で，すぼらしい感動を与えてくれる胞子の姿を一

部ですが会報の紙面をお借りして報告させていた

だきます。

※注　撮影倍率は35ミリのフィルム上の倍率で，

×50ではスケール1目盛り10・1〃m，×200

は2．5′Jm，×500は1〃mで計算します。

（撮影した胞子のサイズを表示しています。）

以下ハラタケ目菌類の胞子

オオシビレタケ（モエギタケ科）

10～11．5×6～6．5／Jm（×500）

滋賀県大津市で採集。

小　寺　祐

ヒカゲシビレタケ（モエギタケ科）

6～6．5×3．5～∠‖Jm（×500）

京都市，尾越で採集。

オオワライタケ（フウセンタケ科）

7～8×5～5．5／Jm（×500）

京都市，稲荷山で採集。

17ナギマツタケ（オキナタケ科）

8．5～11×5～6〃m（×500）

京都市，円山公園で採集。
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ネナガツバタケ（モエギタケ科）

刷ヒ欄ミミ

1（ト11．5×6、7．5／gm（×50（日

滋賀県，函館山のスキー場に置かれた古い塁の裏に大
発生。

ハルシメジ（イッボンシメジ村）

岬冊門冊日照巨半

漂‰ゝき

1（ト11×8、9／Jm（×5（帖

京都市，宝ケ池公園で採集。

ササクレヒトヨタケ（ヒトヨタケ科）

8＼11×6、7．／gm（×5〔州）

京都市，宝ケ池公園

こう

キララタケ（ヒトヨタケf車

7～8・5×4・5、5・5一〃m（×5（）0）

胞子の発芽がはじま／）ている。京都市，八」▲平にて採

集。

以下，子嚢菌類の胞子

キリノ　ミタケ（ベニチャワンタケ科）

服巨照■隼門‖廿日

／
ll■ll　‾　■　　■

67・5×13／Jm（×500）

珍菌キリノミタケの標本は吉見先生からの提供。

ミ　ミブサタケ（べ二チャワンタケ科）

＼．

／■

／

悔竜
叫叫叫〉‰職裾

26、30×13、14／Jm（×50r））

美しい胞子である。オオミノミ　ミブサタケはさらに胞

子が大きいので区別できる。
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フクロシトネタケ（ノポリリュウタケ科）

（子嚢中に8個の胞－r・が存在）（×50）＊1

（22×10／Jm）（×50）＊2

（32．5×12．5／Jm）（×500）＊3

滋賀県朽木村，朝日の森で採集。未成熟の状態（肉眼
的には完熟しているように見えるが）では胞子は＊2の

状態であり，＊1のように子のう中に8個の胞子が存在

する。やがて個体が完熟すると胞子は＊3のように嘩状

突起のある胞子になる。完熟状態での検鏡が重要であ
る。

14

イボセイヨウショウロ（セイヨウショウロ科）

（×200）でもこんなに大きい胞√。吉見先生より標本

提供。

畑中け恒目測

35×27／′m（トゲを除く）（×500）

40／Jmに達する胞子も存在した。トゲは7〃m

クロ7ミセイヨウショウロ（セイヨウショウロ科）

27．5～40×18．7～26／Jm（×200）

1998年度きのこ展に展示の標本を検鏡。いわゆる夏ト
リ　ュフ。



グロトリュフ（セイヨウショウロ科）

′

も

27．5～37．5×22．5～25〃m（×200）

神戸市のホテ′レで宴会の料理に出た　一切片を持ち帰り

検鏡した。子嚢中には2～5個の胞子が存在。後口，
吉見先生にT〟∂βγ椚gJα〃0頭0rZf∽（クロトリュフ）と同

定していただいた。

以下，腹菌類の胞子

アバタチャブクロタケ（ホコリタケ科）

4～5〃m球形胞子（×500）

京郡市，八丁平湿原で採集。

アラゲホコリタケ（ホコリタケ科）

4～5〃m球形胞子（×500）

胞子はトゲ状で長柄を有する。
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アラゲホコリタケモドキ（ホコリタケ科）

4・5／∠m～3×4／Jm（×500）

胞子は長柄をつけるが平滑である。

チチショウロ（ェラスモミケス科チチショウロ属）

㌍黒∵㌍理門

8・5～9／Jm球形胞子（×500）

メルツァー試薬浸透で瞬時にアミロイド反応を示す。

アミノ二七ショウロ（二七ショウロ科）

7～8／Jm球形胞子（トゲを除く）（×500）

1／Jm前後の短柄をつける。
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テンゲタケ中毒騒動記

阪大吹田キャンパスから，小野原への坂道を登

りきったところで，旧山田街道が左に分かれてい

く。その道を約100m進むと，右に与兵衛の泣き

地蔵が見える。1996年9月28日，土曜日の朝，健

は地蔵を20m通りすぎ，左の私道の畦道に降り，

突き当たりの小さな池の右側を通り抜けた。愛犬

マルの引き綱を外し，うれしそうに山の方に向か

って先を走っていく後を追う。山道に入ると，夏

に雨が多く涼しかったからか，例年になくキノコ

が目立った。

健は，散歩の帰りに，食べられそうなキノコを

探そうと考えた。千里北公園に隣接する，孟宗竹

の林の中は，一面にキノコが生えていた。種類は

3種で，どれも臭く汚くて，食べる気が起こらな

かった。

公園の上に出て，椎の木（スダジイ）の茂みま

で降りて行った。マルを側の植木の支柱のつない

だ。夏の雨のせいで椎も豊作であったが，まだ時

期が早く，黒光りした実が袴の裂け目から顔をの

ぞかせているのほ，ちらほらしかなかった。枝を

たぐり，袴を剥き実を採っていた。大きな実を一

つ取り落とし，探そうと枝の下を見ると，椎の枝

が作る影に沿って，優しげな茶色のキノコが20本

余り生えていた。傘に白いイポイボがついている。

幼菌は見つからなかった。健は，地面に両手をつ

き，鼻をキノコにくっつけた。旨そうな香り。こ

れは天からの贈り物，椎の木の上の実と，根元の

キノコが楽しめる。太って旨そうなのを5本採っ

た。

夕方，健の採ってきた得体の知れないキノコを

気持ち悪がった女房が，キノコの端をかじった。

「うん，これは旨い。湯豆腐に入れてもいいわ。」

しかし，キノコの煮汁が，湯豆腐の中に出るの

を嫌がって，自分の分を取り上げた鍋に，健の分

のキノコを入れて，テーブルに持って来た。健は，

キノコが煮えるのを待てなかった。6時半，ビー

ルのつまみに，傘を湯で洗ってキノコを生食した。

うすい旨味があり，くせがなく食べられた。茎は，

矢　野　健　一

無味無臭。太い茎にかぶりついたとき，不快感を

舌に感じ，胃から十二指腸への通過口，幽門が閉

じた感じがした。意地で食べ続けた。やっと，一

番下で湯に浸っていた大きな傘が，柔らかく煮え

ていた。これは旨かった。胃の動きが止まってい

るのに食べ続けたので，胃袋が張ってきた。7時，

これは胃が働らくのを嫌っていると感じて，残っ

ている豆腐を食べるのを止めて席を立った。胃の

張りを軽くしようと，トイレに入った。下痢便を

排出。

二階の書斎で，新聞の切り抜きを整理している

と，9時，嘔気が上ってきた。トイレで，黒く変

色したキノコを全て吐き出した。毒キノコだ．／

山と渓谷社の「山の幸」を見て，テングタケで

あったことを確認し，次いで，健も共著者になっ

ている南山堂の「新内科書」を調べた。テングタ

ケの毒素は，ムスカリンを主，イボテン酸を従と

し，嘔吐，下痢を中心とした消化器症状を示すが

致命的なものではない。それを知り安心した。嘔

吐，下痢は，既に終えたので，テングタケ中毒の

症状は終了したと思われた。しかし，吸収され体

内に残っている毒素を速く解毒させるためには，

安静にして肝臓が働き易くする必要がある。健は，

安静を保つため，9時半に寝た。嗜眠状態になっ

ていたのか，すぐに眠り込んでしまった。

0時，幻覚の中に点状の光がグワーンと大きくな

ってきて，赤紫色のネオンサインの看板となった。

中央部分が輝きはじめ，“救急車を呼べ”という

黄色のネオンが緊急点滅を始めた。動物的本能中

枢が，生命の緊急事態を人間的知能中枢に伝えて

いるのだと気づき，健は目を覚ました。テングタ

ケ中毒は，キノコを吐き出しただけでは完了して

なかった。まず血圧はと，右手で左手首の脈をと

り，触診で血圧を測る。人差し指で，脈に触れる

だけで，脈が末端側の中指に伝わらない。血圧は

50以下だ。低血圧状態が長引くと，それだけでシ

ョックを起こす。女房を起こし，救急車を呼ばせ

〒562－0031箕面市中野原東5－16－10　0727－29－0243
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た。再度，血圧を測ろうと思った時は，手が全く

動かず，四肢麻痔状態になっていた。頻脈，呼吸

促迫を感じた。救急車を呼んだのは，危機一髪の

タイミングであった。

不思議なこと：健の知能中枢は，血圧を測って

低血圧に気づいた。手を動かそうとして麻痺がわ

かった。動物的本能は，どうして毒が入ったこと，

血圧が下がって生命の緊急事態になったことの情

報を集められるのか？

0時45分，千里救急救命センターに着いた。四肢

麻痔，知覚鈍麻を認め，乳酸リンゲルの点滴と胃

洗浄を受けた。

1時30分，活性炭と下剤溶液を胃に注入し，胃洗

浄を終了した。手足は動かせるようになった。空

間認識，時間認識は，軽度障害とされていた。

2時，胃に注入された活性炭と下剤溶液を全て吐

き出して，胃の幽門が開き，胃のつかえた感じが

完全に消失した。トイレにゆっくり歩ける程度に

筋力は回復した。眠る。

6時，起床。筋力，空間認識，時間認識，全て正

常に回復した。

総括

1）幼菌を見ておれば，食べる前にキノコの本を

調べていただろう。

2）キノコ毒素は，加熱により一部は壊れる。4

本を生食したので麻痺状態まで起こしてしまっ

たと考えられる。

3）テングタケの毒素の主成分が，ムスカリン（戸

崎1998）より，1990年からイボテン酸（山浦

1990）に変わった。この経緯は不明。

4）テングタケの大きな傘1枚ぐらいが，天然フ

グの肝1人前見当と考えられる。イボテン酸は，

大変旨い．／（山崎1985）

附）人の多い千里北公園なので，次の秋にテング

タケが育っていれば，市に連絡しようと思った。

しかし，痩せこけたテングタケ1本のみ。それ

以降も，食欲をそそるようなテングタケは生え

ていない。

文　　　献

1）戸崎洋子（1998）「自然毒，キノコ」救急医学，12

（10）：155ト1559

2）山浦由郎（1990）「キノコ」図説救急医学講座6

中毒　p238－241．メジカルビコ一社

3）山崎幹夫（1985）「幻覚性キノコ毒」毒の話，中公

新書781，p13ト143．中央公論社

1997年度　活動の記録

第346回例会　橿原神官菌類観察・採集会

日　時：1997年7月6日（日）晴

46名参加

場　所：橿原市橿原神宮境内（シイ・カシ林）

梅雨の季節ではあるが，今までのところ目立っ

た雨はほとんど無く，林床はカラカラに乾いてい

たため，きのこの発生は少なかった。悪条件の中

63種が採集・同定できたが，軟質菌は少なかった。

今回から，のちのちの研究に役立たせるため採

集品を標本として保存することになり，その一部

を大阪市立自然史博物館に送った。（荒井　滋）

採取品リスト

1エビ〝万邦〟SJ¢fde〟ぶ　　　　　　　　てツオウジ

25■Cあたゆめ′JJ〝椚CO用例〟乃β　　　　スエヒロタケ

3A頭別珍如靴弓叩坤〝庇庖b　　　　ヤグラタケ

4エαC（Ⅵγわ〃わ7αCg0α〝eJ血刀βα　カレノミキツネタケ

5ル払クⅥぶ∽オ〝ぶ研αお肌〟5　　　　オオホウライタケ

6qやわJ用例αα中和ね　　　　　　ダイダイガサ

7上砂なおsp．　　　　　　　ムラサキシメジ属

8A靴抑厄カ′わ70gα　　ヒメコナカブリツルタケ

9A乃α乃ね♪α乃摘gγ刀α　　　　　　　テングタケ

10A〝7α〝才ねcgCgJわβ　　　　　　　　テングツルタケ

11Amanitahemib（ゆhasubsp．jauanica

キタマゴタケ

12Amanitahemibqphasubsp．similis

チャタマゴタケ

13Aプ邦α乃宮地わ乃gねオγあわタマゴテンブタケモドキ

14Aプ粥α乃地頭わざαCeα　　　　　ヘビキノコモドキ

15f）〝ね〝5αわ′αゆfJ〝5　　　　　　　ウラベニガサ

16f）J〝チビ〝∫Sp．　　　　　　　　ウラべニガサ属
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17Agαγfc〟∫Sp．

18乃α毎γ柁肋sp．

19f）ゐoJわお肌αJfco肋

ごりγl・毎〃〟∫（－．1イ川／侶

ハラタケ属

ナヨタケ属

カオリ　ツムタケ

ウラグロニガイグチ

21乃句か毎日壷肌扉職俳彫那　ブドウニガイグチ

22β0わ〝5γe存C〟わ〟5

23月0わ〟5〃わあcgq侮SC〟5

24月0わα∫カⅥねγ〝〟5

25月〝55〟お〝㌘′Cα〝5

26助脚痛丞顧邪

27肋脚砲丞顧邪近縁種

ヤマドリタケモドキ

ムラサキヤrアドリ　タケ

コウシタケ

ク　ロハッ

クサハッ

クサハツ近縁種

28月〟∫5〟肋deγgcαVar．gJα〝C坤わ′Jわ

アイバシロハツ

29月JJJ∫／Jhq・（川似●〝JJ抽〝

30月〝55加わ〃eSα7

31月〟55〟わ椚αγわe

32月〝55〝わCα5ね〝坤Sfdね

33月〝55〟わsp．

34　C（乃摘αγeJ〝SC〃αγ〝5

35秘αγα壷Cγ毎α

36助妙0γ〝5〟毎γα∫ねγ

377わらや0γ〟55〟す〝α椚05〟5

38凡わや0γ〝ざ∂αdf〝5

39〃グCγ坤0γ〝S〃βγ扇C砂β5

40ル〝Cプてゆ0γ〝5∫加わ頭書乃gs

41エαg埼）0γ〝5〃β作毎）0γα∫

．12P／J〝（1（）／JJJ∫（ゾ川I（イJJ血行

43　Co〟γfcgαCわ川α∽0研βα

吊∵nm伸一／（一日・（リ扇ぐり／りJ■

右　Tr〝川（－／ぐ∫榊イ（Ⅵ／〝／／∫

46　G（7〃Odeγ研αJ〟Cgd〟∽

カワリハッ

チギレハッタケ

ニオイコべニタケ

カレバハツ

べ二タケ属

アンズタケ

ハナビラタケ

タマチョレイタケ

アミ　スギタケ

アシグロタケ

ツヤウチワタケ

ツヤウチワタケモトキ

ヒラフス〈ミ

カイ　ノ　ンタケ

ニッケイタケ

カワラタケ

クジ／ラタケ

マンネンタケ

47Gα〝Odemα（ゆ夕血刀α′〟∽コフキサルノコシカケ

480乃乃αSCα〟Ⅶ　　　　　　　　　　　アズマタケ

49　Tγe研gJお肌eSe乃ねγgcα？　コガネニカワタケ？

うりP／Jr川（リ刷、／J〝（－／＝・／叩・∫。メゾJ／ヱ〝

51釣棚加地守Ⅶ南都

12ム／川川∫小甘■川川（イメイ。／J∫

53ScJγOdγγ∽αSp．

54f）ねoJ招㍑5才乃Cわγわ路

55A〟γわ〟わγα♪ゆγわα

56CoゆCゆSα〝乃〟肋ね

5777血C／ZJfd毎）5ね乃な和

58Ab∽〟mgαα如才coわ

59劾わγα♪grねたαγα

60動JαrfαSp．

ヒイロハリ　タケ

べッコウタケ

ッチダリ

ニセショウロ属

コツブタケ

アラゲキクラゲ

ヒメクチキタンポタケ

オサムシタケ

クモタケ

フウノ　ミ　タケ

クロサイワイタケ属

第347回例会　宇治大吉山観察会

目　時：1997年7月20日　晴天

参加者名簿に記載69名，

（内21名非会員）

場　所：宇治大吉山

例年この時期は天候が不安定で世話役としてほ

祈るような気持ちにさせられるが，長梅雨明けの

晴天になった。ノルウェーのP．マルスタッド氏

とスエーデンのマリー女史の参加があり，日本固

有種のシラタマタケに興味を示していた。採集種

には日本新産種と思われるヒステランギウム属の

1種があった。

同定後はミニ講座，橋屋誠氏「採集されたチ

チタケ属」，横山和正氏「採集菌類総括」の後，

マルスタッド氏持参のノルウェーのきのこのスラ

イドを関西総合環境センター生物環境研究所で鑑

賞した。　　　　　　　　　　　　　（杉山　記）

採取品リスト

1エαccαγグα〃玩αCeOα〃eJk乃βα　　カレバキツネタケ

2Co坤鋸αd竹坤加わ　　　　　モリノカレバタケ

3Co砂鋸αSp．　　　　　　　モリノカレバタケ

4上申グ∫ね50摘グ血　　　　　　コムラサキシメジ

5　0〟de∽α乃5わJα　〝de〝5　　　ビロードツエタケ

6A椚α扇ね〃αgZ〝αねvar．〝αgわ7αね　　　ツルタケ

7Aプ照α〝存α〃αgわαねvar．ノお才がαカバイロツルタケ

84〝α乃存α♪α乃娩βγわα　　　　　　　テングタケ

94川胤扇ねsp．　　　イロガワリテングタケ？

10．47邦α扇わかβ〟d坤0ゆわ，γねコテングタケモドキ

114研α扇お力〟なみ‡eα　　グロタマゴテングタケ

124∽α扇ねC存γわ7αVar．gZSeα

クロコタマゴテングタケ

13A桝α乃ねC存γわαVar．C存γわ7α

コタマゴテンブタケ

1」．4川（7〃／J〝‖）／r〃／rJ

15A∽α乃存αγ〟みgSCeの5

164研α乃血中わざαCgα

174研α邦血sp．

18．4gαγfc〝5αわγあゆ露わαJ∂〟∫

194g古壷〟SeSSeJ如才

20　C（ガ′万邦のイ〟5gわ≠わγ

21月e∂βわプ瑠αSp．

フク　ロツルタケ

ガンタケ

ヘビキノ　コモドキ

ハイカダラテンブタケ

ウスキモリ　ノカサ

ハラタケ属

7ブラシメジ

ワカフサタケ属

22月ゐod坤如才J〟507現わ乃5才5　ウスキモミウラモドキ

23月如dゆめ，J〟5　〟α血α〟∫　　アカイボカサタケ

24月ゐod坤如才J〟5∽〝γ和才オ　　　　キイボカサタケ

8　－



25加叩加払如

郎凸7．Y／〃JJ日で汀血）J肝〃／りJJ持

27f）妙JJ呼0γ〟5みgJJ〟∫

キイロアセタケ

ニワタケ

キヒダタケ

29f）妙坤夕0γα再eJJ〝∫Var・りα乃eSCe乃5

イロガワリキヒダタケ

30f，如才妙0γ〝SSp．　　　　　　キヒダタケ属

31助川CO∽〟SSp．　　キッコウアワタケ近縁種

32羞邪抑捌別海叩親闇血お　　グロザアワタケ

33P〝ルビγ0おお〝5γα〃β乃gJJわ　　　　キイロイグチ

34f）扇〃g和みoJef〟5α〟夜伽椚∽β〟5　ハナガサイグチ

354〟γeO Oわ〝∫渥毎払乃〟5　　ヌメリコウジタケ

36月0おお0γ紹α妙eS　　　　　キアミアシイグチ

37＆蘭お甲財政購　ナガェノウラべニイグチ

38　おお〟Sかe〝docα毎〟5　　二七アシべニイグチ

39月0わ〟gbe姑5わ裾〝S　　　　　ダイダイイグチ

40乃J坤gJα5みαJわ祓　　　　　　キニガイグチ

41乃句舛bsp．　　ミドリニガイグチ近縁種

42乃′J砂gJ〝ざ扁形050占用〝刀βのぶ　ブドウニガイグチ

43乃埴祓椚吻印加闇　モエギアミアシイグチ

44乃′妙gJ〝S〃αJg乃5　　ホオペニシロアシイブチ

45エeCCg〝〝∽β∬わで∽わrfe乃加わ　　　アカヤマドリ

465－加わわわプ叩CgSSp．　オニイブチモドキ近縁種

474那加血液知日戚励元那

48月oJgfgJJ〟5g椚Ode乃5才5

49月0おおJ〝5γ〟SSe桁

50月0おおJ〟∫βα〟5

51跳ね励牡鹿仰加

52月〟∫S〟肋ノ（ゆ0扇α

53月〟55〝由りα伽αα〃〃α

54月〟55〝わ〃gSGα

55月〝55〝わ椚αγグαβ

56月〝55〟わα∽Ogのα

57肋脚血の血明細ゐ

粥βJ／∫∫JJ／〝再ノイ直ノ・油川血血血

59月〟55〝わsp．

60エαCおタブ〝∫〝プア〝gZ∫

61エαCねγ〟∫geγα摘露

62エαCねγグα∫Sp．

63C（乃娩αγeJ〟SSp．

64　Cα〝摘αγeJ〟S刑乃0γ

65Cα乃娩αγeJ〟SCわ乃ααγ乃〟5

66　Cbが〝J乃αCγねおお

オオヤシャイグチ

キクバナイグチ

セイタカイグチ

アシナガイグチ

べニイグチ

シロハツモドキ

カワリハッ

チギレハッタケ

ニオイコべニタケ

ムラサキカスリタケ

カレバハツ

フタイロベ二タケ

べニタグ属

チリ　ノ　ンチチタケ

クロチチダマシ

モチゲチチタケ

アンズタグ属

ヒナアンズタケ

べニウスタケ

カレユダタケ

67C肋〃〝Jわ！αα研gf匂′5才わ70才虎5

ムラサキホウキタケモドキ

68Ck血Wm旧知扇劫鹿　　フサヒメホウキタケ

69秘αmgSゐCγ毎α　　　　　　　ハナビラタグ

－　9

70ダね〟J乃α　坤誠Gα

71わ妙0γ〝∫　αd〟5

72ム路埠桝Ⅶ日脚扇砂肝那

73人r／川りd（リ・肌〝什蕗JP∫J川J？

74．秒Cの坤0γ〝SCOCCg乃β〝∫

75　7’7℃∽efgSが2円fcoわγ

76fセγ〟かγγαOCγOJ〝〝α

77凡俳句細れ油壷血

カソゾウタケ

アシグロタケ

ヒラフスベ

ヤニタケ（？）幼菌

ヒイロタケ

カワラタケ

ウズラタケ

ツガサルノ　コシカケ

78Gα乃Odgγ∽αとり坤血刀αf〝刑コフキサルノコシカケ

79Cα才がα血CクⅥ〃才的円形ね

和　む・。（匪J・血7日椚‘血仙川

81力′C坤肌わ現わ毎，わ705〟椚

82月毎漉肌用邸如椚Sp．

83励みのα5才α〝妙0〃グCα

844〟γわ〝わγαα〟γgC〟わ

85月毎0γeおC存γわα

86上）gc密ゐαわ坤0mγ飢拘coγ乃eα

ノ　ウタケ

ホコリ　タケ

フタトゲホコリタケ

ヒステランギウム属

シラタマタケ

キクラゲ

ビョウタケ

ニセキンカクアカビョウタケ

87劾わγグα♪砂∽0坤ゐα　　　　　　マメザヤタケ

88♪わ椚〟meα幼少gcoわ　　　　　　　　クモタケ

第348回例会　八ヶ岳山麓観察会

日　時：1997年8月23日（土）～26日（火）

62名参加

場　所：長野県諏訪郡原村

（カラマツ林・落葉広葉樹林）

採取品リスト

1A卯砂∂eg柁∂グα　　　　　　　　　ツチナメコ

24gみα加JJ〝Sd毎）α邦ぶα5　　　　　コウモリタケ

3Aク乃α扇ねα∂γZゆね　　　　　タマシロオニタケ

4A動作α乃わC存γわαVar．C存γグ乃α

コタマゴテングタケ

5A利昭α〝おCかわαVar．㌘′ヱSeα

クロコタてゴテンブタケ

6Aク児α乃グおeSC〟Jg乃ね　　　　　　　　ドゥシソタケ

7A邦α乃お力γ乃OSα　　ヒメコナカブリツルタケ

8Amanitahemibl坤hasubsp．hemib（砂ha

タマゴタケ

9A∽α〝血わのgね≠γグαわタマゴテングタケモドキ

10A∽α乃グわ♪α〝肋βγ玩α　　　　　　　テングタケ

11A∽α扇ね♪0ゆわ′γグα　　　　　　　コテングタケ

12Aク裾α〝グねsp．　　　　　　　ツルタケ近縁種

13Aク瑠α乃グねsp．　　ヘビキノコモドキの近縁種

14A研α如ね〝函乃αねvar．力めαカバイロツルタケ



15血相祓椚喝加地var．〝αが乃αね　　ツルタケ

164仙川抗日血玩庖

17山肌明灘Sp．

18A∫ねγ坤加相加坤ピタ1わグ滋5

19A戚矧服那Sp．

20月7g祓α乃dgmSp．

21月oJgねJJ〝gSp．

22励励ぬ勘卸おお

23月0わ〟∫Sp．

24月0わ加56αわ以5

25月oJef〟∫カⅦおクⅥ〟∫

26月oJef〟50血gg乃ぶね

27月oJg払Sg〟∂〝gJ〝壇）gg

アメ

28月0わ〝ぶ〃g乃どのαα5

29月0乃血72g抑グαCeαe

30β〟短音γぬZ乃すわ〝α乃∫

フクロツルタケ

ムラサキゴムタケ属

ヤグラタケ

ッチグリ属

ヤケイロタケ属

アヤメイグチ近縁種

カラマツべニハナイグチ

ヤマドリタケ属

アシべニイグチ

コウジタケ

オオダイアシべニイグチ

リカウラベニイロガワリ

ドクヤマドリ

ミヤマトンビマイ科

ゴムタケ

31CαJJゐわ車0γグ〟∽J〝feooJわ′αCg〟∽　ヒメキシメジ

32　C（7わcg7℃〃ねcogα

33Cα乃娩αγgJ〟gSp．

34C／αわかγ〟ざ拍紺α㍑5

35CあわγOC蕗0γぬαβγ明野伽5α

二カワホウキタケ

アンズタケ属

コショウイグチ

ロクショウグサレキン

36C／Z川柳プチゆゐ〟ざわ∽e刀わざ〝5

37Ck〃αγわあゆみ〝gJ加わ

38C肋血肌硯咤叩娩鹿

39Cb〃〟Jg乃αCrねおお

40C血相J乃呼ぶねsp．

41CJわ印加sp．

42CJわ印加C肋が砂g5

43CJグわ¢∂gカ昭Ⅶ乃5

44CJわ印加g抽α

45CJわ印加sp．

46Co砂みねsp．

47Co砂みねcoクが〝β乃5

48Co砂ぬd町坤加わ

49Co砂みね∽αC〝おお

50Co砂鋸α如γ0〝αお

51Co物／わ豆αSp．

52　CoJfrfcわcg乃乃α椚0∽βα

53CoゆCゆぶ乃〟わ乃ざ

54CoゆCゆ5才わce乃≠γダ

55　Tmク粥gわざがβ和才coわγ

56　Coγ≠グ刀αγわceαe

57Co〟わ7αγオ〟ぶαγ∽fJわれ亡ぶ

フサクギタケ

コスリコギタケ

フサヒメホウキタケ

カレユダタケ

ナギナタタケ属

カヤタケ属

ホティシメジ

コカブイヌシメジ

カヤタケ

イヌシメジの近縁種

モリノカレバクケ属

アマタケ

モリノカレバタケ

アカアザタケ

ワサビカレバタケ

アマタケ近縁種

ニッケイタケ

カメムシ′タケ

アワフキムシ′タケ

カワラタケ

フウセンタケ科

ツパフウセンタケ

58Corff乃αγグ〟55αわγムラサキアブラシメジモドキ

59Coγガ乃αγ〟ぶSp．1

60Coγ血αγ〝SSp．2

61Coγ存〝αγねぎSp．3

62Coγめαγ〟5明野乃〝S

フウセンタケ属1

7ウセンタケ属2

7ウセンタケ属3

オオウスムラサキフウセンタケ

63　C（γめαγ〟5　わ〃ぬ姑

64Coγガ〝αγ〟5〃αγわcoわγ

65C呵物納おsp．

66　Cγ〟Cグ∂〟J〝ク乃お経g

67C〝（わ乃わあeJがβ〃0才de5

68Cα血刀由カタ0乃グ∽

69q陥妨那Sp．

70q′α娩〝SSγαねは

71q′Sわde円形α

72q′ぶわあクⅦαねγ柁gg

73ヱ）αCり〝ぴCがSp．1

74上）αC町〝ぴCgぶSp．2

75上）αedαわαSp．

76ヱ）αβ血わαdわか乃S蕗

77ヱ）αe（おお呼ぶ払方γグcoわγ

78ヱ）gr∽0¢∂esp．

79上）どれ鶴0αみecわ官のα∽0椚gα

マムシフウセンタケ

フジイロタケモドキ

チャヒラタケ属

ツネノチャダイゴケ

クラタケ

ゴンゲンタケ

チャダイゴケ属

スジチャダイゴケ

シワカラカサタケ属

チャヒメオニタケ

アカキクラゲ属1

アカキクラゲ属2

ホウロクタケ属

ホウロクタケ

チャカイガラタケ

ササタケ属

ササタケ

80上）grm0り∂　gge研ねα乃g鋸乃βα　アカヒダササタケ

81上）わか坤如γαdゆJわαわ　　マクキヌガサタケ

82凡勅勘舟那加∽お　　　　　　ツリガネタケ

83Gg曙わ∫∫〟椚ノおJ血∬Ⅴ．．舟J払方

カノミイロテングノメシガイ

84Go〝ゆ揖〟∫γP5g〟∫　　　　　　　オウギタケ

85Goチタゆゐ〟Sノわccog〟∫　　　　　　　　ウスタケ

86月めどJお肌αCク′坤鋸　　ナガェノチャワンタケ

87月βおク℃∂α5才dわ乃わ7g〟由柁　　　　　　レンガタケ

88肋∽αγわあg椚毎）ゐαβγグ∽　シロスズメノワン

89秒血eJJ〟椚Sp．　　　　　　チャハリタケ属

90秒血gJJ〝∽∽emJe〟椚　ニオイハリタケモドキ

91秒血β〃〝∽CO乃C柁SCg乃∫

92秒血β〃〝∽∫〟α〝紺Jg乃5

93砂血〝∽タ嗜α乃血∽

94肋ゐ0m∫α仇のてゆめ・JJ〟5

95勧0旦yわ〝わⅦ乃αね‘∽

96血叩加∽肋砿血血

97劫0印加coo如才

98血0α∂egeゆめ′Jわ

99劫0α∂βγわ乃05α

100血叫加sp．1

101血叫庖sp．2

102血叩庖sp．3

－10－

チャハリタケ

ニオイハリタケ

カノ　シタ

ヤギタケ

クロコブタケ

アオアシアセタケ

キヌハダトマヤタケ

シ′ロトマヤタケ

オオキヌハダトマヤタケ

アセタケ属1

7セタケ属2

アセタケ属3



103血叩加∽赫融通

104エαccαγα鋸coわγ

105エαccαγわあCα7ね

106エ仇戎朋紆椚Sp．

107エαCおγグ〟5g2川畑ダブ

シロニセトマヤタケ

オオキツネタケ

キツネタケ

シロヒナノチャワンタケ属

クロチチダマシ

108エαCねγダ〝5わ75g川〟5

109エαCねγダ〝SJなり′0才〟5

110エαCねγf〟50C／叩g祝bcf〟5

111エαCねγ〟5♪0γ柁わびね

112エαCねγα5　〟わ〝5

113上αCねγわ路Sp．1

114エαCわrg〝∫Sp．2

115エαCねγ〟55〟〃β地γg〝5

116エαCねγα55〟お0乃αγわ路

117エαCねγf〝gfあわ聯J〝5

118エαCねγオ〟5〟が才あぶ

119エαCわγ〟ざ〃0わ椚〟∫

120エ紺オブα加わγfc（Zf．J〝みγグCα

121ん函血〝川／（－叩†の〃0∫〝

ヌメリアカチチタケ

クロチチタケ

ヒロハチャチチタケ

カラマッチチタケ

チョウジチチタケ

チチタケ属1

チチタケ属2

ケシロハツモドキ

ニオイワチチタケ

キチチタケ

トビチャチチタケ

チチタケ

ズキンタケ

オニタケ

122上申わねC妙紺由γ由　　　　ワタカラカサタケ

123上砂わねsp．　　　キツネノカラカサタケ属

124エeαCOαg提γわ〝∫Sp．　　シロカラカサタケ属

125エわ乃αCgJ肋gJわ滋門のαチャヌメリカラカサタケ

126力′坤わ・JJ〝∽CO乃刀αね∽

127匂（ゆめ，JJ〝椚5g∽加わ

128肋C川砂わねpmCgm

129肋γαS肌わ′5

130肋和∫∽才〝∫♪〝Jcゐβγγ如5

131ルね血刀OJg〝CαSp．

オシロイシメジ

スミ　ゾメシメジ

カラカサタケ

ホウライタケ属

ハナオチバタケ

ザラミノシメジ属

132肋わ〝OJg〝∽gm∽∽呼Odわ

オオザラミ　ノノシメジ

133ルわJJわあcf乃β柁α　ハイイロクズチャワンタケ

134ル払fg〝〟5（Ⅵ乃わ川∫

135且勿Ce〝αゐαβ椚α桓ク0血

136物cg乃α0∫∽α〝d加わ

137物α〝αク〝用

138物cc〝αα　αα〝g祝　OJわ乃ね

139物ce〝αSp．1

140物cg乃αSp．2

141肋e研αわわ∽α．毎∫CグC〟わ柁

142〃グd〝肋〝グ〃gOわ∽β乃わざα

143乃γP〝叩CgSCわ〝e〟∫

1440〝砂丘αJf〝αSp．

1457〝0乃0才〝5gα7〝γ〟S

キツネノ　ロウソク

チシオタケ

シロコナカブリ

サクラタケ

ヒメチシオタケ

クヌギタケ属1

クヌギタケ属2

ニガクリ　タケ

コチャダイゴケ

オシ／ロイタケ

ヒダサカズキタケ属

サジタケ

1460〟de椚α乃∫グeJ血♪わらやわ′肋　　　ヒロヒダタケ

147月〝gJ〝55秒だC〟5　　　　　　　　ワサビタケ

148月川胤＝削鋸南正肌那

149fb∬fJJ〝∫Sp．

150月才力JJαぶわ官がOJ〟わ′5

151セγg乃乃少0γα桝乃〟だssわ柁α

152勉ねαSp．

153fセZゐαみαdわ

ニオイカワキタケ

ヒダハタケ属

ヒダハタケ

サワフタギタケ

チャワンタケ属

クリイロチャワンタケ

154fセZゐα♪用細γ壷α

フジイロチャワンタケモドキ

155月zzゐαSp．

156　視αeO〟SgC　紺β乃たわ

157f）如才わあ乃Sp．

158f）ゐβ〃0血刀の雛γ

159f協わあ　γe研gわざα∫

160上場oJわおsp．

161劫oJわねノ勉∽別α乃5

162f oJわおおγγ5才γね

163PJ加わαCgαβ

164f）J〟fg〟5Sp．

165fわらや0和Cgαβ

166fわらや0柁〃㍑5∂αdf〟∫

オオチャワンタケ？

カイメ　ソタケ

クロハリタケ属

クロハリタケ

シ′ワタケ

スギタケ属

ハナガサタケ

ッチスギタケ

ウラべニガサ科

ウラベニガサ属

タコウキン科

アシグロタケ

167ag〟ゐcJわαおりα肋的γ∽ね

クロサカズキシメジ

168乃g〟ゐcoα∫5C如才わ乃毎曙αβ　　　サンコタケ

169乃g〝あわ′血〝椚gぞわfg刀0∫〟∽　ニカワハリタケ

170P〝ルビ和みoJeJ〝∫和〝β乃gJオブ　　　　キイロイグチ

171月α研αrfααみねJf乃α

172助∽αγわγ〟∂gJ肋

173J？α∽αγぬsp．1

174月α肌αγわsp．2

175月α∽αγグαSp．3

176励∽αγわsp．4

177月α椚αγわsp．5

178月α∽αrfαSp．6

179月α∽αγわsp．7

180月α研αγわsp．8

181月α研αγ由sp．9

182励∽αγぬsp．10

183月α椚αγわsp．11

184月α∽αγ由sp．12

185月α∽αγぬsp．13

186月α∽αγ毎）5ぬ．知新椚ぬ

187励∽αrg呼ぶわあgJが0わ

188月α∽αγ毎夕ざ由良〟乃ねβグ

189月ゐたわ2α〝乃d〟おお

190月ゐodゆめ′JJ〟∫那加mダブ

191月bzね5αゆgγαね

－11－

モエギホウキタケ

ラマリア・ルベラ

ホウキタケ属1

ホウキタケ属2

ホウキタケ属3

ホウキタケ属4

ホウキタケ属5

ホウキタケ属6

ホウキタケ属7

ホウキタケ属8

ホウキタケ属9

ホウキタケ属10

ホウキタケ属11

ホウキタケ属12

ホウキタケ属7g

ナギナタタケ

キソウメ　ンタケ

シロヒメホウキタケ

ッチクラゲ

キイボカサタケ

ショウゲンジ



192月α55〟わα∽0g〝α

193月〝∫∫〝わα〝γαわ

194月〟∫5〟肋（わJgcα

195月〝55〟bg∽effcα

196月〟5g〝わノbefe乃5

197月〝∫S〝わわzfegrα

198月〝55〟kJゆf血

199月〝55〝血刀ZgγGα〝5

200月〝55〝わγ〝わざCe〝5

201月〟∫5〝bSα乃gZ朗〝βα

202月㍑55〟bsp．1

203月〝5g〝わsp．2

204月〟55〝血sp．

2055■g∂αCわ7α？sp．

2065匹和55ねCγ毎）α

207鍵α肋〝肋γZαノわがグ血

2085■γ0鋸わ7秒CeSSp．

2095－ゎⅥあわわ〝　CCSCCO　匂5〝5

2105加わダわ叩CeSSf和み〃αCg〟5

2115－〝gJJ〟5∂0扉乃〟5

2125αfJJ〝∫卯〃グJJgg

2135－α才〃〝5わγfcわ7〝5

2145〝肋ざ坤eCわ鋸ね

215　7七佗β〃αSp．

216meJ¢ゐ0用例〟JJ勿αγ露わ

2177’ゐgJゆゐ0mCeαg

218Tγfc加わ肌αSp．

219　Trfc加わ∽αα㍑γαね′∽

220　Trfc加わ∽α♪5α研∽坤〟5

221TrfcJわわ∽α5（ゆ0乃αCeれ∽

2227’γgc加わ刑坤5才sdgCOm

223TγグcJzoわ∽呼ぶねγ〟≠〃α乃5

224乃頗前掛加加お

225乃77呼fJαSSp．1

226乃句拘わsp．2

227劾わγ才αSp．

228物d乃〟∽Sp．

ムラサキカスリタケ

二シキタケ

シロハツ

ドクベニタケ

クサハツ

ヨへイジ

ャブレべニタケ

ク　ロハツ

イロガワリベニタケ

チシ′オハツ

べニタケ属1

べニタケ属2

オオチギレハッタケ

ロウタケの近縁種

ハナビラタケ

へラタケ

オニイグチ属

オニイブチモドキ

オニイグチ

ア　ミ　タケ

ハナイグチ

シロヌメリイグチ

キノポリイブチ

タルゼッタ属

キブリイボタケ

イボタケ科

キシメジ属

シ／モコ　シ

カラマツシメジ

ミネシメジ

キサマツモドキ

サマツモドキ

ウラグロニガイグチ

ニガイグチ属1

二ガイグチ属2

クロサイワイタケ属

ハリタケ属

第349回例会　宝塚（中山寺）自然休養林

観察菌類目録

目　時：1997年9月21日（日）暗

50名参加

晴天続きでお湿りが欲しいと渇望している時，

台風19号が待望の雨を伴って来襲した。各地で豪

雨の被害が広がったが兵庫県南東部は期待した程

劇12

降らなかったし，気温も低下しない，後続の台風

20号も近寄らず雨は望めなかった。極端な菌類の

不作である。ベニタケ属，テンブタケ属は全く姿

を見せない，昨年多く発生していたダイダイイグ

チ，モエギアミアシイグチは小指の先程の幼菌状

態であった。

その外の菌類発生個体数も少なく，良好な状態

の菌類は僅かでしたが，当日参加された万々の熱

意とご奮闘によって，上記の菌類を観察リストに

加えることが出来た。

採取品リスト

1エ（り油川∫／坤／dhr∫

2物㌘噌ゐ0mgαγみ〝∫オブ〝〝5

3力吸物胡州日劇血所

4エαCαZrgαbccαわ

マツオウジ

コクリ　ノカサ

ホンシメジ

キツネタケ

5Cα〃ねわ坤0γグ〝研J加わ007才がαCe〟∽　ヒメキシメジ

60〝de∽α乃5才gJJα♪〟de〝5

70〝de肌α〝5才eJわ♪わ妙わ′Jわ

ざ∫川）川♪／J〝〃〃〝r“Jり如肝Jん7

リノ4r〃J／Jわノイ（イ／rJ／〝わ（－∫（、ぐ〃∫

10Geγγ0〃β仇αカ〟b

ll C岬姉恒吻㈹血

12f）払方β〟5わ0〝わ7㍍ざ

13f）〝ね〟SSp．

14C（ゆγ玩〝SSp．

15乃α妙柁わGα刀ゐ抽α〝α

16乃α≠／ひ柁地sp．

17Cゐ和昭）〝ゆゐ〝5γ〟存J〝5

18A邸γfc〟5わざeffeグ？

ビロードツユタケ

ヒロヒダタケ

ヒメカバイロタケ

ナラタケモドキ

ヒナノ　ヒガサ

ワサビカレ／ミタケ

ペニヒダタケ

ウラべニガサ属

ヒトヨタケ属

イタチタケ

ナヨタケ属

クギタケ

ハラタケ属

19Ag提γわ〟5　γαgCわγどぶαα椚05〟5

ナカグロモリ　ノカサ

20肋g∽αわわ∽αカSCgc〟わ柁　　　　二ガクリタケ

21Coγめαγ〟SSp．フタイロフウセンタケ近縁種

22Coγわ乃αγわ路Sp．

23CJゆかわざ♪γ〝乃〟Jα∫

24　存γPCO∽〟S乃邸叩∽αCαα〝5

25助J〃β和みoJgね‘5m〃e乃β桁

26β0わ〟5伽かオ

27β（）／（－／JJJ♪〃／J川J／川／JJJ

28月oJef〝g kefね5才∽α5

フウセンタケ属

ヒカゲウラべニタケ

クロアザアワタケ

キイロイグチ

ヒメ　コウシタケ

イ　ロガワリ

ダイダイイグチ

29月0わね路gγなどαSVar．．極gC〝S

オオミ　ノクロアワタケ

30月Pk〟50γ乃α坤eS　　　　　キアミアシイグチ

31月0わねはγ誠czbね路　　　　ヤマトリタケモドキ

32乃極祓椚疲印加購　モエギアミアシイブチ



33乃わか祝SC九γ0仰α如5

34乃J坤fJ〟ぶ蕗で乃5

357ケJ坤グJ〟5乃gq佗JJg〝∫

36乃′J坤gJ〟5∂α肋〟ダブ

37エgccわ〝利昭　〝〟5γ〟毎〝5

38月詭乃毎払ノゆ0〝Gα

39月〟∫5〟お肌αγわβ

40月〟55〝肋sp．

41Cん7〃gco和乃α如才（おお

42月α∽αγグαSp．

435－励明桓日脚薇邪仰

44TゐgJゆゐ0用例〟才物α摘わ

45Tゐβ毎ゐ0mSp．

46丹C乃呼0γ〝SCOCCわ紺〝5

47　71用例βわざ〃β和才coわγ

48CoγわJ〟∫Sp．

49C明抽如撒目前励お

500g如0γ〝gSp．

51上）αβくわJe呼ぶね≠γfcoわγ

52　71川J汀（）車（〃7日）（ゾJ川／川川

53貝）椚存呼ぶゐ〆〝fcoわ

7ケボノアワタケ

ミドリニガイグチ

二ガイグチモドキ

キニガイグチ

イロガワリヤマイグチ

べニイグチ

ニオイコべニタケ

べニタケ属

フサヒメホウキタケ

ホウキタケ属

ハナウロコタケ

キブリイボタケ

イボタケ属

ヒイロタケ

カワラタケ

ニクウスバタケ属

ヒトクチタケ

アオゾメタケ属

チャカイガラタケ

ウズラタケ

ツガサルノ　コシカケ

54Gα乃Ode7Ⅶα（功夕わ乃αね∽コフキサルノコシカケ

55G犯拍Ⅶ斬れ妙払　　　　　エリマキツチグリ

561万∂γね5gα′γ〝〝COγ〟椚　　　　　ピンタケ近縁種

第351回例会　宝が池菌類観察会

日　時：1997年10月19日（日）暗

43名参加

第7回きのこ展（10月17－19日）開催中の観察

会の為，採集したキノコを，会場の野生のキノコ

のコーナーに出品した。そのために，参加の皆さ

んには，採集時間を短縮したり，同定時間を早め

たりと，ご協力頂き誠にありがとうございました。

乾燥続きで心配されたキノコも，熱心な43名の参

加者のお陰で，58種（内不明種13）もの採集があ

った。また，前日から「きのこ展」にお越しにな

っていた，新潟県の長岡技術科学大学教授・工学

博士の，宮内信之助先生も参加になり，同定のご

協力と，ご専門のフウセンタケの見分け方につい

ての，ミニ講義もお願いして，有意義な一時を過

ごした。当日は，池の周りを6時間も走り続ける，

第13回スーパーウルトラマラソン大会も開催さ

れ，全国から201名のエントリーがあり，秋晴れ

の宝が池は，大賑わいであった。

（佐野修治・小寺祐三）

採取品リスト

15－。／涼坤／J＿l肋〃〃r（川川川JH〉

2力′坤わ′JJ〟椚dg∽SJeg

3几小、川で7♪JJ用

4　77才Cゐ0わプ児αα〟クⅥオ〟椚

5Co砂鋸αSp．1

6Co砂みねsp．2

スエヒ　ロタケ

ハタケシメジ

サクラタケ

シモコ　シ′

モリノカレ／ミタケ属1

モリノカレバクケ属2

7ズgγ0〝ゆαJ〝αCのゆα乃βわ　ヒメカノミイロタケ

8Ar∽fJbγgeJb∽eJJgα　　　　　　　　ナラタケ

94研α〝オわ〃わ℃5α　　　　　　　　ドクツルタケ

10A研α乃グねC存γわ7αVar．C存γわ2α

コタマゴテングタケ

114∽α〝如〝αgわ‡αおver．舟J〃αカバイロツルタケ

124仙川ぬ用か埠吻

13A∽α乃血sp．

14月も∂βわ∽α5αccゐαγわJg〝∫

15f）J〟ね〝5α≠γグC郎fJJ〝5

16fb滋J〟SC〟γめわ

17∧物e椚αわわ研αノbSCgc〟血柁

18q′研乃坤gJ〟∫7才す〟わ′招αe

194㌢叫扉昭〝細血

20血叩庖sp．1

21血判加sp．2

22Coγオブ〝αγグ〟5α〟柁0みγ〟乃乃e〝∫

タマシロオ二タグ

テンブタケ属

ヒメ　ワカフサタケ

ウラベニガサ

サケバタケ

ニガクリタケ

チャツムタケ

ッチナメ　コ

アセタケ属1

アセタケ属2

キンチャフウセンタケ

コ3C（）Jイ／JJr汀／JJJr〝毎（、J川dJJ／JJ∫

イロガワリフウセンタケ

24Coγ存乃αγグ〟5ゐαα5才オ　　　フタイロフウセンタケ

25Co祓乃αγ〟∫ααZγ柁〟∫ハイムラサキフウセンタケ

26Coγ存乃αγ〟ぶSp．1

27Coγ存乃αrf㍑ざSp．2

28Coγチタ〝αγグ〟∫Sp．3

29Cor存〝αγ〟gSp．4

30Coγめαγ〝∫Sp．5

31Corめαγ〝SSp．6

32Coγめαγ〟SSp．7

33　5■〟グJJ〝gJ〟fg〝5

345■〝gJJ〟5g昭乃〟肋ね′5

35月〝gS〟わβク児efグα7

36月〝5g〝わsp．

37エαCねγ〝∫ヴ〟わ〟∫

38エαCねγグ〝5ゐα加わゑg

39エαCねγαgCあり50γγ如〝5

40上）αβ血Je呼ぶゐ♪〝ゆ〝柁α

41凡間物拘れ痛融通

13－

フウセンタケ属1

7ウセンタケ属2

7ウセンタケ属3

7ウセンタケ属4

7ウセンタケ属5

7ウセンタケ属6

7ウセンタケ属7

ヌメリイブチ

チチアワタケ

ドクべ二タケ

べニタケ属

チョウジチチタケ

ハッタケ

キチチタケ

ミイ　ロアミ　タケ

ツガサルノコシカケ



42Pゐe措乃〝∫g抽0才deS

JこうG／川－坤／再／J川J叫）山メイJ川J

．l＿1〃（、／川J（ノブ肌、／（－。（イ／r〝／／J

壷エα〃坤肋〝妙0〝Gα

46CoγわJ〟5〃g和才coわγ

」T Aリで〃JJ小〃イ〝。（か（）／川川

48〃グCプてゆ0γ〝5ノ払損的7′〝7fs

．1リム（りに／′（－JJ）（－／／／／高旧

50丹乃坤0γ〝gCOCCわ紺〝5

51Geα5γ〟椚　γ少わズ

ネンドタケモトキ

キカイガラタケ

オシロイタケ

オニフスべ

カワラタナ

ウズラタケ

ウチワタケ

カイガラタケ

ヒイロタケ

エリマキツチグリ

52む′C（画房0〃♪gdグceJ加㍑椚

アラゲホコリ　タケモトキ

53む′C坤g摘0乃クビγJα払ク邦

54ScわγOdg門服αγ紺β

55A〟γgc〝わγわ♪0恒γfcゐα

56且rfdグαgJα乃あわ5α

57

58匂C聯肋ゆZde乃dγ〝7才Z

第352回例会　比良山麓

察会

ホコリ　タケ

コ二セショウロ

アラゲキクラゲ

ヒメキクラゲ

ソウメンタケ属

マメ7トコリ

（志賀町）菌類観

日　時：1997年11月2日（目）

57名参加

場　所：滋賀県滋賀郡志賀町八屋戸

（アカマツ・コナラ林）

今年度の比良山麓の菌類観察会は，昨年のげん

き村からJR蓬莱駅近くの石田氏所有の山林に場

所を移して実施した。観察地は比良連峰の子女郎

峠登山道沿いにあり，眼下に琵琶湖が一望できて

非常に見晴らしのいいところであった。

観察会の頃はカラカラの天気が続いていて，観

察できたきのこは39種にとどまり，期待されたシ

モコシ，ムラサキシメジなどの姿はなかった。

参加者は帰り道に，江戸時代に建設されたとい

うヨシ葺きの家を見学し，その美しい仔まいを胸

に帰途についた。　　　　　　（佐々木久雄）

14

採取品リスト

1朴／rり〃∫♪〃／川りJJrけわは

2C柚叩庖Wm瀾誠砲扉

二ミ　TJ●正／Jり／り川亜流川汀桁廿正

4物ce乃αんα紺7α坤0（ね

5物cg乃αSp．

1ミ　封川／）／／JJ川∫り損／J／川〔汀

ウスヒラタケ

ドクササコ？

サてツモドキ？

チシオタケ

クヌギタケ属

スギェダタケ

7Sわ扉才〝γ〟SS坤α伽qSめ

てツカサキノコモドキ

さ▲車〃J／〃（汀／ぐ〃JJ川（、／／ぐ〝 ナラタケ

9geγ0列叩頭α肋αCα〟存Cわαねキチャホウライタケ

10　存γ0桝がα桁αCのケゆα乃eJα

11Co妙鋸α〆γ0〃αね

12P／／J／川．HJ什／（可）沼旧

13C（ゆγわ7〟S∽fcαCe〝5

11．＼17川JrJわJ（川J〟丞∫山、JJ／（…、

15P oわおおγγeSγね

16q′椚乃坤fJα∫物〝タ′捕αβ

17GαわγわαSp，

18g邦わわ刑αぶね〝γP頭0γ〝5

195－〟沼〝5　加わ〝∫

20月〟55㍑肋sp．

ごl Lr／（血メイ／JH勇／二l芋川一ノノJ川∫

22　rm川（、／（－∫～1（り血・り／り／・

23f）ゐeJJg乃〝5gブル〟5

24f）ゐg沼の〟5g抽0才des

25爪）〝沼坤Sgsか扇coJα

2607な坤07′〝SSp．

270物坤0γ〝Sゆか℃わ㍑C〟5

28エどのZ存eS鮎〝J乃〟5

却rJ・／（ソ叫）／椚〃恒／iげ椚（一

二日丁正／叫血削油川〃J川～

31以鱒鈍川棚鱒函南描

32丹C〝坤07′〟SCOCCf〝e〟5

33　0椚扉α机訂kね

34鼎γ紺の如γグαノ元裏乃eα

35C加血仰笹神粛血

二宜う▲＼旬／i・血再J（亜J〝

こう丁∴h／／TJ川∫小針り川両川J

38ムαγαS乃Cbわ′露

39力′C（柳海産繭弛れ仰

ヒメカノミイロタケ

ワサビカレ／ミタケ

ウラベ二ガサ

キララタケ

二ガクリ　タケ

ッチスギタケ

チャツムタケ

ケコガサタケ属

ミイノモミ　ウラモト、キ

スメリイ　ブチ

べニタケ属

キチチタケ

カワラタケ

ネンドタケ

ネンドタケモドキ

ツガサルノ　コシカケ

オオオシロイタケ属

オシロイタケモドキ

カイガラタケ

ハカ　ワラタケ

シハイタケ

キカイガラタケ

ヒイ　ロタケ

アズマタケ

ウズラタケ

フサヒメホウキタケ

ヒメ　カムリ　タケ

ッチブリ

ハナサナギタケ

てメホコリ
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第354回例会，1998年度総会は，下記の報告事項及び

審議事項について討議を行ない，全議案とも承認され

た。

日　時1998年2月7日（土）13：30～14：30

場　所　京大会館210号室

議事案

A：報告事項

（1）事務局からの報告（下野）

1．1997年度の会員数の動向（1998年1月15日現在）

2．役員会の実施状況

1997年度に，臨時を含めて役員会を4回行った。

一略－

（2）1997年度事業報告

観察会（九本），シンポジウム（岩瀬），

きのこ展（吉見），会報編集（佐々木）。

第343回例会1997年2月1日（土）総会および講演会

場　所：京都府立大学　視聴覚教室

講演会：

1）ウロコケシボウズタケについて（吉見昭一氏）

2）寄せられたナガェノスギタケ・アシナガヌメ

リ発生情報のその後（相良直彦氏）

3）キノコ屋90年親子二代の歩み（森本　肇氏）

参加者：42名

第344回例会　5月11日（日）第22回分類学講座

内　容：きのこ分類学入門

－きのこの採集から標本作成まで一

場　所：生物環境研究所

講　師：吹春俊光氏（千葉県立中央博物館）

参加者：37名

第345回例会　6月14日（土）シンポジウム

テーマ：きのこ分類学の最前線

場　所：生物環境研究所

演　題：

1）「分子生物学的手法のきのこ分類学への応用

（PCR－RFLPを用いたベニタケ属近縁種の識

別）」（下野義人氏）

2）「コウヤクタケ科の分類」（前川二太郎氏）

座　長：田中千尋氏

参加者：51名

第354回例会1998年2月7日（土）総会

一般講演：オオセミタケの地中柄とその分生子世

代の外見（杉山信夫氏）

会長講演：日本産幻覚性きのこについて

（横山和正氏）

日本菌学会教育文化賞受賞記念講演：

菌学教育の普及をはかる（吉見昭一氏）

（3）1997年度会計報告（北岸）

関西菌類談話会1997年度決算報告

［収入の部］　　　　　　　　（単位：円）

予　算　　決　算　　増　減

繰越金　　　　　　739，411　739，411　　　　0

会費収入　　　1，000，0001，003，500　　　3，500

会場収入　　　　　20，000　　35，597　15，597

雑収入　　　　　10，000　　36，965　　26，965

収入合計　　1，769，4111，815，473　　46，062

［支出の部］

通信費　　　　　600，000　　391，804　　208，196

事務費（一般）　100，000　　89，493　10，507

事務費（人件費）　30，000　　24，800　　　5，200

会場費　　　　　　30，000　　　　0　　30，000

会議費　　　　　　50，000　　40，820　　　9，180

印刷コピー代　　　50，000　　51，661　－1，661

謝礼　　　　　　　50，000　　30，000　　20，000

会報印刷費　　　450，000　　　　　0　　450，000

会報刊行諸経費　　50，000　　　3，807　　46，193

振替手数料　　　　　2，000　　1，265　　　　735

調査費　　　　　　50，000　　　　0　　50，000

雑支出　　　　　10，000　　　　0　10，000

事業準備金　　　100，000　100，000　　　　　0

予備費　　　　　　27，411　35，151　－7，740

名簿印刷費　　　　70，000　　69，300　　　　700

特別事業費　　　100，000　　99，303　　　　697

支出合計　　1，769，411　937，404

差引残高　　　　　　　0　　878，069

繰越　　　　　　　　878，069

別途に事業準備金として，1，404，000の定額貯金

（4）1997年度会計監査報告（監査委員）

B：審議事項

（1）1998年度事業計画

行事計画

観察会（九本），シンポジウム等（岩瀬），

編集計画（佐々木）。
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（2）1998年度会計予算（北岸）

関西菌類談話会1998年度予算

［収入の部］　　　　　　　　　（単位：円）

97年度予算98年度予算　　備　考

繰越金　　　　　　739，411　878，069

会費収入　　　1，000，0001，000，000

会場収入　　　　　　20，000　　20，000

雑収入　　　　　　10，000　　10，000

収入合計　　1，769，4111，908，069

［支出の部］

通信費　　　　　　600，000　　600，000

事務費（一般）　100，000　100，000

事務費（人件費）　30，000　　30，000

会場費　　　　　　30，000　　50，000

関西菌類談話会会報投稿案内
1．投稿は原則として本会会員に限ります。
2．原稿の採否，掲載の順序は編集委員会の決定
にお香せ下さい。

3．編集委員会は，

写真などのスタ
とがあります。

法上の誤り，そ
委せください。

4．原稿には表題，

引用文献（ある
さい。

5．別紙に著者名，
いて添付して下

著者の原稿中の字句，表，図，
イルの統一や変更を求めるこ

文章の用法上，あるいは，文
の他の修正は編集委員会にお

著者名，本文の他に必要なら
いほ参考文献）をあげてくだ

連絡先，住所，電話番号を書
さい。

6．著者校正は初校だけとし，2日以内に原稿正

本とともに速達郵便で返送してください。
7．掲載された原稿はお返ししませんが，図・写

真に限り著者校正のときにお返しします。
8．写真製版料実費は著者の負担とします。
9．原稿は会報編集長宛にお送りください。

会議費

印刷コピー代

謝礼

会報印刷費

会報刊行諸経費

振替手数料

調査費

雑支出

事業準備金

予備費

名簿印刷費

特別事業費

50，000　　　50，000

50，000　　　60，000

50，000　　　70，000

450，000　　600，000

50，000　　　30，0（‖

2，000　　　3，000

50，000　　　50，000

10，000　　　　　　0

100，000　　100，000

27，411　15，069

70，000　　　　　　0

100，000　　150，000

支出合計　　1，769，4111，908，069

差引残高　　　　　　　0　　　　　0

～皆様の投稿をお待ちしております～

◇　かびやきのこに関する記事，図，本誌に関するご意

見などをお寄せください。

◇　図は黒インクで，少し大きめ（刷り上がりの約1・5

倍）にお書きください。（ボールペンは不可です）

◇　原稿の分量は400字づめ原稿用紙4～5枚程度とし

ますが，1枚でも半分でも結構です。

◇　写真の掲載を希望される方は，編集委員長におたず

ねください。

◇　原稿宛て先

〒521－1222滋賀県神崎郡能登川町大字佐野336－16

関西菌類談話会会報編集委員長

佐々木久雄
TEL．0748－42－2975

編集委員：岩瀬　剛二，鈴木　雄　一，田中　千尋

橋屋　　誠，松本　靖恵，森本　繁雄

佐野　修治　　　　　　　　（順不同）

表紙によせて　　　　　　　　　多孔菌科7イカワタケ属ヒラフスべLaetit，OruSueYSispmlS（Lloyd）Imaz・

沢山のハチにいやと云うほど刺された丸坊主頭／‥・そんな風にみえませんか？色とりどりの奇妙奇天烈な姿
や生き方を観察していると「きのこ」が哲学者のように思えて、無言の教えを感じる時があります。ファイン
ダーを通して、きのこの吐息が伝わればシャッターチャンス．／姿形の奇麗なきのことは一味違う、苦みのある
きのこだと思っています。日本三大祭りのひとつ、「祇園祭」巡行の日に撮影した真夏のワンカット。

MINOLTAX－7・MD35～70mm・F3．51994年7月17日京都御苑京都御所西側付近　F16・オート・1秒
（佐野修治）
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